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令和元年度 特定課題評価について
■ 概要
・ 道民目線に立った効果的・効率的な政策評価制度について論点整理を行うた
め、「基本評価制度」等を評価対象として、特定課題評価を実施する。

＜令和元年度特定課題評価＞

評価テーマ 分かりやすい評価制度について

評価対象 基本評価制度等

・評価調書のさらなる効率化

・総合計画との関係性を明確化する

■ 評価手法
基本評価の効果的なあり方を目指し、次の観点から評価委員会において審議する。

【評価の視点】 ①道民目線に立ち、分かりやすい内容となっているか
②効果的で効率的な評価となっているか

＜審議イメージ（令和元年度）＞

7月 第2回 政策評価委員会
第１回 基本評価等専門委員会

R1基本方針・実施方針を説明（評価対象選定の考え方を説明）

※8月中に委員個別ヒアリング、都府県調査を実施

9月 第2回 基本評価等専門委員会

特定課題評価の事前検討会として開催

10月上旬 第3回 基本評価等専門委員会

前回の論点整理について報告
（基本評価（一次・二次）の事前検討会として開催）

11月上旬 第4回基本評価等専門委員会
第3回 政策評価委員会

令和2年度に策定する「政策評
特定課題評価結果について審議 価制度の見直しの方向性」検討

の際の論点整理とする

11月下旬 道議会4定前日委員会で報告 北海道政策評価条例附則の２

知事は平成22年4月1日から起算して5年

を経過するごとに、社会経済情勢の変

化等を勘案し、この条例の施行の状況

等について検討を加え、その結果に基

■ 特定課題評価の実施状況（直近五ｶ年ﾃｰﾏ） づいて必要な措置を講ずるものとする。

年度 テーマ
25 道有建築物等の長寿命化の取組

道有資産の有効活用
26・27 実施せず（基本評価の中で重点的点検を実施）
28 基金のあり方について
29 情報システムの利活用のあり方
30 政策評価手法の効果的・効率的な運用について


